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○富士見市在宅重度心身障害者手当支給条例施行規則 

昭和５５年１月２６日 

規則第４号 

改正 昭和６１年９月１８日規則第２４号 

平成１６年３月２４日規則第６号 

平成１８年３月３１日規則第１９号 

平成２１年１２月２４日規則第３３号 

注 平成１８年３月から改正経過を注記した。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、富士見市在宅重度心身障害者手当支給条例（昭和５４年条例第

３６号。以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を定めるものとする。 

（条例第３条第２号ただし書に規定する規則で定める者） 

第１条の２ 条例第３条第２号ただし書に規定する規則で定める者は、別表に掲げる

項目に応じて定める点数の合計が２５点以上の者とする。 

（平２１規則３３・追加） 

（認定の請求） 

第２条 条例第５条第１項の規定により在宅重度心身障害者手当（以下「手当」とい

う。）の受給資格についての認定を受けようとする者は、在宅重度心身障害者手当

受給資格認定請求書（様式第１号。以下「認定請求書」という。）に条例第３条に

規定する支給要件（以下「支給要件」という。）を満たすことを証する書類（以下

この項において「証明書類」という。）を添付して、市長に提出しなければならな

い。この場合において、証明書類の内容を公簿等により確認することができるとき

は、当該証明書類の提出を省略させることができる。 

２ 特別児童扶養手当等の支給に関する法律（昭和３９年法律第１３４号。以下「法」

という。）第１７条の規定に基づく障害児福祉手当及び法第２６条の２の規定に基

づく特別障害者手当並びに国民年金法等の一部を改正する法律（昭和６０年法律第

３４号。次項において「一部改正法」という。）附則第９７条第１項の規定に基づ

く福祉手当の支給を受けていた者が、法第２０条又は第２１条の規定により支給を

停止された場合において、当該支給を停止された日から３月以内に認定請求書を市
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長に提出したときは、当該支給を停止された日に認定請求を行ったものとみなす。 

３ 障害児福祉手当、特別障害者手当及び福祉手当の支給を受けている者が、法第２

２条第２項、法第２６条の５及び一部改正法附則第９７条第２項の規定により、そ

れぞれの手当を返還した場合において、返還日から１月以内に認定請求書を市長に

提出したときは、当該手当を返還した日に認定請求を行ったものとみなす。 

（平１８規則１９・一部改正） 

（支給要件の審査） 

第３条 市長は、認定請求書の提出を受けたときは、次の事項について認定請求書の

審査欄により、支給要件の審査を行うものとする。 

(１) 認定請求者の障害の程度 

(２) 住所 

(３) 障害児福祉手当、特別障害者手当及び福祉手当の受給の有無 

(４) 法第１７条第２号及び法第２６条の２第１号に規定する施設への入所の有無 

(５) １月分から７月分までの手当にあっては前々年、８月分から１２月分までの

手当にあっては前年の所得による住民税の課税の有無 

（平１８規則１９・一部改正） 

（審査結果の通知） 

第４条 条例第５条第２項に定める支給要件の審査結果の通知は、前条の規定による

審査に基づき、在宅重度心身障害者手当受給資格認定審査結果通知書（様式第２号。

以下「審査結果通知書」という。）により行うものとする。 

（受給事由消滅の届出等） 

第５条 条例第７条第２項又は第３項による届出は、在宅重度心身障害者手当受給事

由消滅届（様式第３号。以下「消滅届」という。）に審査結果通知書を添付して行

わなければならない。 

２ 市長は、提出された消滅届について審査した結果、支給事由が消滅したものと確

認したときは、受給者（受給者が死亡した場合にあっては、戸籍法（昭和２２年法

律第２２４号）の規定による死亡の届出義務者とする。）に在宅重度心身障害者手

当支給事由消滅通知書（様式第４号）によりその旨を通知するものとする。 

（職権に基づく支給事由消滅の通知） 
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第６条 市長は、消滅届が提出されていない場合において、市の有する公簿等により、

手当の支給事由が消滅したものと確認したときは、職権に基づき前条第２項の規定

を準用するものとする。 

（認定請求事項変更の届出） 

第７条 条例第９条による届出は、在宅重度心身障害者手当受給資格認定請求事項変

更届（様式第５号。以下「変更届」という。）により行わなければならない。 

（変更事項の審査等） 

第８条 市長は、前条の規定により提出された変更届の内容を審査し、既に受給者に

交付した審査結果通知書の記載内容を変更する必要があると認めたときは、その者

から審査結果通知書の返還を求め、変更事項を記載した審査結果通知書を新たに交

付するものとする。 

（支給期日） 

第９条 手当は、毎年９月、３月の２期に分けて、それぞれの月までの分を当該支給

期月の末日までに支給する。 

附 則 

（施行期日等） 

１ この規則は、公布の日から施行し、昭和５４年１０月１日から適用する。 

２ 条例附則第２項の規定により受給者とみなされた者に対しては、この規則第４条

の規定を準用する。 

附 則（昭和６１年９月１８日規則第２４号） 

この規則は、公布の日から施行し、改正後の富士見市在宅重度心身障害者手当支給

条例施行規則は、昭和６１年４月１日から適用する。 

附 則（平成１６年３月２４日規則第６号） 

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成１８年３月３１日規則第１９号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の富士見市在宅重度心身障害者手当支給条例施行規則に定める様式による
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用紙は、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 

附 則（平成２１年１２月２４日規則第３３号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２２年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の富士見市在宅重度心身障害者手当支給条例施行規則に定める様式による

用紙は、所要の調整をして、なお使用することができる。 

別表（第１条の２関係） 

（平２１規則３３・追加） 

項目 点数 備考 

呼吸管理 １ レスピレーター（人工呼吸器）管理 １０点 毎日６時間以上 

２ 気管内挿管・気管切開 ８点   

３ 酸素療法 ５点 １日６時間以上 

４ １回／時間以上頻回の吸引 ８点   

５ ６回／日以上頻回の吸引 ３点   

６ ネブライザー（吸入器）常時使用 ５点   

７ ネブライザー３回以上／日使用 ３点   

食事機能 １ IVH（中心静脈栄養法） １０点 栄養摂取の目的 

２ 経管・経口全介助 ５点 胃・腸ろう含む。 

３ 抑制できないコーヒー様の嘔吐 ５点 週単位 

補足 １ 体位変換６回／日以上 ３点   

２ 定期導尿 ５点 毎日 

３ 人工肛門 ５点   

４ 過緊張により臨時薬 ３点 ３回／日以上で、興

奮や多動のための使

用は含まず。 

５ 血液透析 １０点   
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様式第１号（第２条関係） 

（平１８規則１９・全改、平２１規則３３・一部改正） 

様式第２号（第４条関係） 

（平１８規則１９・一部改正） 

様式第３号（第５条関係） 

（平１８規則１９・一部改正） 

様式第４号（第５条関係） 

（平１８規則１９・一部改正） 

様式第５号（第７条関係） 

（平１８規則１９・一部改正） 

 


